
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特長 
 

本製品は、リアルタイム PCR 法により日和見感染症の原因となる 

ウイルスの遺伝子を定性的に検出するためのキットです。 

■1回の反応で13種類のウイルスを同時に検出することができます。 

■ストリップに検出に必要なすべてのPCR試薬を固相化しているた 

 め、DNA サンプル溶液を添加するだけで反応を開始できます。 
 
 

キットの内容 
 

No.  試薬名称       数量  

①   Detection Reagent            12 strips  

②   Distilled Water          250 µL × 12 tubes 

使用回数:12tests 使用期限:包装袋のラベルに記載 

保存温度:2～8℃ 

 

注）試薬①は蛍光標識プローブを含む固相化された試薬です。 

  冷蔵庫（遮光要）で保存してください。 

 

【試薬①のレイアウト】 

 8 ウェル（A～H）から構成されます。              

ウェル 目的  検出対象               ※1 

A 陽性コン

トロール 

GAPDH(FAM)             ※2 

TBP(ROX)              ※3 

B  

 

 

 

 

 

ウイルス

検出 

単純ヘルペスウイルス 1 型;HSV-1(ROX)  

B 型肝炎ウイルス;HBV(FAM) 

C BK ウイルス;BKV(FAM)  

ヒトヘルペスウイルス 7 型;HHV-7(ROX) 

D EB ウイルス;EBV(FAM)  

水痘・帯状疱疹ウイルス;VZV(ROX) 

E ヒトヘルペスウイルス 6 型;HHV-6(ROX)  

単純ヘルペスウイルス 2 型;HSV-2(FAM)  

ヒトヘルペスウイルス 8 型;HHV-8(HEX) 

F アデノウイルス;ADV(ROX)  

JC ウイルス;JCV(FAM) 

G サイトメガロウイルス;CMV(ROX)  

ヒトパルボウイルス B19 (FAM) 

H リザーバ 

(黄色の着

色剤入) 

DNA サンプル溶液調製時に使用 

※１ ( )内はプローブの蛍光標識の種類を示します。 

   リアルタイムPCR装置の蛍光測定の設定を正しく行ってくだ  

   さい。 

※2  増幅反応の妥当性の指標です。DNA サンプルの有無にかかわ  

   らず、Cq 値を検出します。  

※3  検体からの DNA 抽出の妥当性の指標です。細胞成分を含む検  

   体からの DNA 抽出が正常な場合、Cq 値を検出します。  
 

 

キット以外に必要な機器・消耗品 
 

 1) リアルタイム PCR 装置 

   （FAM/ROX/HEX の 3 色同時測定が可能な装置）   

 2) マイクロピペットおよびフィルター付チップ    

 3) 小型遠心機（8 連チューブ、2mL チューブのスピンダウン用）   

 4) タイタープレートミキサー    

 

 

操作方法 
 

注）試薬①はチューブ内の内容物が側面や上面に付くことがありま  

  す。使用の際、上面シールを剥がす前に軽く遠心してください。 

    シールを剥がした後は、すみやかにご使用ください。 

 

以下の操作は氷上で行います。 

 

(1) 検体から抽出した DNA サンプルに 

 試薬②を添加し、全量が 150µL と 

  なるように調製します。 

(2) 上記(1)の DNA サンプル溶液を試薬① 

   の H ウェル（黄色の着色剤が入った 

    ウェル）に添加し、黄色の着色剤が 

    均一になるまでピペッティングにて 

  撹拌します。 

(3) 上記(2)の DNA サンプル溶液を A～G の各ウェルに20µL ずつ  

  分注します。 

(4) 専用のキャップを取り付けた後、タイタープレートミキサー 

  などで 2～3 分撹拌し、スピンダウンします。 

(5) ストリップをリアルタイム PCR 装置にセットして、直ちに反応  

  を開始します。 

 

【PCR 増幅条件】 ※4 

   温度   時間    

   95℃   10 秒 

            ↓  

   95℃   5 秒      ×45 サイクル  

   60℃   30 秒 

 

※4：使用する装置によって、PCR 増幅条件や光学設定（ゲインな  

   ど）の最適化が必要な場合があります。十分な検証を行ってか  

     らご使用ください。装置は製品に付属する取扱説明書に従って、  

   正しくご使用ください。 

 

 

解析 
 

裏面の表に解析例を示します。 

各ウイルスおよび陽性コントロールの増幅曲線（Cq 値の検出の有無）

から解析結果を判断します。 

主な Cq 値の算出法を以下に示します。使用される装置の取扱説明書

を参照してください。 

 

・ベースライン閾値解析法 

 閾値と増幅曲線の交点を Cq 値とします。  

・2 次微分最大値解析法 

 増幅曲線の 2 次微分値が最大となる点を Cq 値とします。 

 

 

 

 

 

 

取扱説明書 

反応液の調製と分注は必ず 

氷冷下で行い、反応開始直

前まで冷やしてください。 

この文書をよく読んで正しくご使用ください。 

いつでも使用できるように大切に保管してください。 

研究用試薬 

241-15203 



 
【解析例】 

 

注意事項 
1. 試薬に関する注意事項 

・本製品は研究用です。医薬品医療機器法に基づく体外診断用医薬品あるいは医療機器 

 として承認・認証等を受けておりません。治療診断目的およびその手続き上での使用 

 はできません。 

・本取扱説明書および SDS に従って正しくご使用ください。SDS の入手は当社までお 

 問合せください。 

2. 廃棄に関する注意事項 

・増幅産物による汚染を防ぐために、PCR 後の反応チューブはふたを開けないで廃棄し 

 てください。廃棄の際にオートクレーブは行わないでください。DNA はオートクレー  

 ブでは分解されません。エアロゾルが発生して汚染原因となる可能性があります。  

・廃棄物は法令や自治体等の条例・規制等に従って適切に廃棄してください。 

3. その他 

・本取扱説明書の著作権は㈱島津製作所が保有します。当社の許可無く、内容の一部ま 

 たは全部を転載・複製することはできません。 

保証について 
1. 保証内容 

・取扱説明書に記載した性能を保証します。使用期限内に品質に異常が生じた場合は、 

 

  

 

  無償で製品を代替します。使用期限は包装袋のラベルに記載しています。使用期限内 

  にご使用ください。 

2. 責任の制限 

・どのような場合にも、お客様の逸失利益、間接的損害、派生的な損害について、当社 

 は一切責任を負いません。第三者からお客様に対してなされた損害賠償に基づく損害 

 についても、当社は一切責任を負いません。また、お客様の操作方法、計測装置によ 

 り Cq 値や反応の有無が変わる場合があります。誤判定が発生した場合でも発生した 

 損害についても、当社は一切責任を負いません。如何なる場合にも、当社の損害賠償 

 責任は本製品の代金相当額をもってその上限とします。 

3. 保証除外事項 

・使用期限内に品質に異常が生じた場合でも以下の場合は保証対象から除外いたします。 

(1)誤って使用された場合      (2)保存方法が適切でなかった場合 

(3)本製品に因らない理由で異常が生じた場合 
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各ウイルス 

の増幅曲線 

陽性コントロールの増幅曲線 

解析結果 
GAPDH TBP 
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Cq 値が検出される場合 

Cq 値が検出される場合 

 

 

 

 

 

 

陽性 

Cq 値が検出されない場合 

 

 

 

 

 

 

 

陽性 

 

血漿など細胞成分を含まない

検体から抽出した DNA を用い

た場合、TBP が増幅しない場合

があります。  

Cq 値が検出されない場合 

 

Cq 値が検出される場合 

 

Cq 値が検出される場合 

 

陰性 

Cq 値が検出される場合 

 

Cq 値が検出されない場合 

 
陰性 

 

血漿など細胞成分を含まない

検体から抽出した DNA を用い

た場合、TBP が増幅しない場合

があります。 

 Cq 値が検出されない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
再解析 

  

GAPDH が増幅しない場合、検

体由来の反応阻害が疑われま

す。抽出した DNA の精製度を

ご確認の上、再解析してくださ

い。 


